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令和6年度　地域包括支援センター運営費　決算書

中央 北 南 西 牛深 東 計

【収入の部】

34,500,000 29,300,000 29,300,000 30,765,000 34,500,000 49,350,000 207,715,000

584,140 317,140 0 429,800 979,080 1,251,470 3,561,630

1,499,100 3,051,060 199,170 3,813,640 5,013,010 7,734,760 21,310,740

繰入金 0 0 1,266,890 1,355,281 69,992 1,471,318 4,163,481

その他の収入 81,115 67,779 40,908 2,000 10,000 0 201,802

36,664,355 32,735,979 30,806,968 36,365,721 40,572,082 59,807,548 236,952,653

【支出の部】

給与 29,062,401 22,963,736 24,167,731 29,519,594 33,737,353 52,476,947 191,927,762

地域包括支援センター 15,821,745 13,285,752 17,949,959 15,093,124 19,160,194 31,302,519 112,613,293

地域支えあい推進員 9,535,020 3,133,023 3,918,800 5,625,879 5,784,886 8,939,728 36,937,336

介護予防支援員 0 4,553,778 0 6,126,824 6,177,922 9,425,129 26,283,653

事務員 3,705,636 1,991,183 2,298,972 2,673,767 2,614,351 2,809,571 16,093,480

報償費 5,568 20,000 0 15,568 55,568 12,568 109,272

旅費 0 0 0 1,520 0 4,780 6,300

2,132,089 1,292,391 1,629,132 3,536,616 3,298,881 2,608,834 14,497,943

消耗品費 1,115,598 638,469 609,042 902,555 1,657,113 882,793 5,805,570

燃料費 108,157 292,361 493,260 296,238 234,118 584,253 2,008,387

食糧費 0 3,462 10,000 17,289 38,462 58,270 127,483

印刷製本費 34,100 0 16,830 845,854 1,095,863 751,496 2,744,143

光熱水費 535,133 0 500,000 1,366,484 212,770 290,002 2,904,389

修繕費 339,101 358,099 0 108,196 60,555 42,020 907,971

役務費 640,118 479,243 484,217 700,979 562,470 999,805 3,866,832

通信運搬費 391,221 360,148 331,477 503,104 387,518 773,605 2,747,073

手数料 47,451 11,255 0 87,695 32,340 56,430 235,171

保険料 101,346 55,220 48,000 11,620 10,792 18,520 245,498

自動車損害保険料 100,100 52,620 104,740 98,560 131,820 151,250 639,090

委託料 1,337,485 477,730 3,297,070 300,864 266,970 279,070 5,959,189

使用料及び賃借料 420,000 1,610,124 1,181,735 1,881,580 2,257,840 2,991,044 10,342,323

負担金 82,943 700 47,083 90,000 74,000 115,500 410,226

0 0 0 319,000 319,000 319,000 957,000

0 30,600 0 0 0 0 30,600

33,680,604 26,874,524 30,806,968 36,365,721 40,572,082 59,807,548 228,107,447支出計

介護予防支援費

包括

包括運営業務委託費

介護予防ケアマネジメント業務委託費

ソフトウエア取得

収入計

需用費

公課費
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令和7年度　地域包括支援センター運営費　予算書(修正版）

中央 北 南 西 牛深 東 計

【収入の部】

34,500,000 29,300,000 29,300,000 30,765,000 34,500,000 49,350,000 207,715,000

500,000 350,000 0 600,000 780,000 1,200,000 3,430,000

1,000,000 3,040,000 2,000,000 4,800,000 4,800,000 10,100,000 25,740,000

繰入金 0 0 0 0 0 0 0

その他の収入 10,000 57,000 50,000 0 0 10,000 127,000

36,010,000 32,747,000 31,350,000 36,165,000 40,080,000 60,660,000 237,012,000

【支出の部】

人件費 30,000,000 28,609,000 24,075,000 30,029,000 34,546,000 51,023,000 198,282,000

地域包括支援センター 19,700,000 16,240,000 14,151,000 15,516,000 19,401,000 23,656,000 108,664,000

地域支えあい推進員 6,300,000 3,175,000 7,730,000 5,252,000 6,159,000 9,698,000 38,314,000

事務職員 4,000,000 1,996,000 2,194,000 2,810,000 3,026,000 2,999,000 17,025,000

介護支援専門員(介護予防支援員） 0 7,198,000 0 6,451,000 5,960,000 14,670,000 34,279,000

報償費 0 50,000 0 22,000 50,000 60,000 182,000

旅費 350,000 0 100,000 90,000 80,000 308,000 928,000

2,200,000 1,526,000 2,074,000 2,617,000 2,140,000 3,353,000 13,910,000

消耗品費 700,000 800,000 874,000 672,000 540,000 1,170,000 4,756,000

燃料費 200,000 330,000 390,000 216,000 550,000 783,000 2,469,000

食糧費 50,000 6,000 10,000 30,000 50,000 90,000 236,000

印刷製本費 200,000 0 200,000 557,000 700,000 920,000 2,577,000

光熱水費 700,000 0 500,000 1,092,000 300,000 340,000 2,932,000

修繕費 350,000 390,000 100,000 50,000 0 50,000 940,000

役務費 1,060,000 507,000 471,000 728,000 603,000 1,345,000 4,714,000

通信運搬費 550,000 370,000 300,000 504,000 400,000 1,023,000 3,147,000

手数料 150,000 17,000 6,000 108,000 51,000 52,000 384,000

保険料 200,000 60,000 55,000 13,000 12,000 38,000 378,000

自動車損害保険料 160,000 60,000 110,000 103,000 140,000 232,000 805,000

委託料 1,700,000 425,000 3,390,000 315,000 268,000 397,000 6,495,000

使用料及び賃借料 600,000 1,500,000 1,150,000 2,304,000 2,323,000 4,069,000 11,946,000

負担金 100,000 100,000 90,000 60,000 70,000 105,000 525,000

0 30,000 0 0 0 0 30,000

36,010,000 32,747,000 31,350,000 36,165,000 40,080,000 60,660,000 237,012,000支出計

介護予防支援費

包括

包括運営業務委託費

介護予防ケアマネジメント業務委託費

公課費

収入計

需用費
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地域包括支援センターの運営状況について 

 

令和７年４月～９月の実績について報告します。 

１．総合相談支援業務 

○相談支援の概要 

項目 中央包括 北包括 南包括 西包括 牛深包括 東包括 

相談件数 ４４７件 ２６３件 １５４件 ２３３件 ３８９件 ４４１件 

相談対象実
人数 ３１９件 １７５件 １４４件 １６８件 ３００件 ３５１件 

新規相談件
数 １３１件 ７８件 ５２件 ７８件 １５２件 １５９件 

相談件数総数 １，９２７件 相談に占める新規相談の割合 ３３．７％ 

 

○相談内容                     ○相談者                 

               

 

 

  

 

             

○相談対応    

 

 

 

 

 

 

 

 

○相談結果 

相談結果は、終結率が７２．８％ 

 です。高い割合で終結しており、 

   地域包括支援センターが相談機関 

   として機能している状況です。 

 

 

相談区分 Ｒ７ 

介護保険 １，１０４件 

高齢者福祉 ９０件 

医療 １９８件 

障がい福祉 １５件 

施設入所 ７４件 

介護予防 ３１件 

認知症 ２１１件 

精神疾患 ３３件 

生活困窮 ４２件 

権利擁護 ３６件 

家族支援 １２０件 

ｲﾝﾌｫｰﾏﾙｻｰﾋﾞｽ ６８件 

免許返納関連 ７件 

安否確認 ２３８件 

苦情 １６件 

その他 ８７件 

相談者 Ｒ７ 

本人 ４９７人 

家族・親族 ７１６人 

地域関係者 ２２５人 

関係機関 ５９１人 

対応区分 Ｒ７ 

話しを聞くのみ ５２２件 

情報提供や助言 ８９７件 

関係機関や関係者へ繋ぎ ２７９件 

実態把握（家庭訪問等） ３７９件 

関係機関訪問（同行訪問） ７８件 

サービス調整・認定申請代行 ３５８件 

結果区分 Ｒ７ 

継続 ５１９件 

終結 １，４０４件 

その他 ３件 

i 

i 
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○令和７年度 高齢者虐待に関すること  

 中央 北包括 南包括 西包括 牛深包括 東包克 合計 

相談件数 ３件 １件 ２件 ５件 ２件 １件 １４件 

コア会議開催 １件 ０件 ２件 ３件 ２件 １件 ９件 

虐待認定数 ０件 ０件 １件 ３件 ２件 １件 ８件 

 ４月～９月末までにおいて、虐待対応コア会議を６回開催しました。その内３件

を虐待認定としました。虐待の解消を目指し支援計画を立て虐待発生要因を解決

することとしております。 

 最近の傾向としては、精神疾患等の家族からの暴言や暴力行為等が複数上がっ

てきております。こういう複合化したケースでは、重層的支援体制事業における

ケース会議等において、関係機関との連携にて課題解決に取り組んでおります。 

 

３．介護予防支援等業務 

○介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント延べ件数（直営）（R7.8 月末実績） 

項目 件数 

介護予防支援等（国保連請求分） １，９０２件 

介護予防ケアマネジメントＡ  ２３３件 

介護予防ケアマネジメントＢ ９４件 

介護予防ケアマネジメントＣ ５５件 

合計 ２，２８４件 

 対象者の心身機能や生活状況に応じたケアプランを作成し、対象者の望む暮らし

ができるよう、ケアプランを作成しています。 

 介護予防ケアマネジメントＢは、地域支援事業の法改正に基づき新たな項目とし

て令和７年７月から開始しているのため新たなケアマネジメントの種類となります。 

 ※ 

 ケアマネジメント A：指定介護予防支援と同様に行われるもの 

 ケアマネジメント B：ケアプラン作成の要否やケアマネジメントプロセスを簡略化

したもの（市町村の判断で柔軟に行うもの）新設 

 ケアマネジメント C:専門職のゆるやかな関わりのもとで、地域の多様な主体と連

携を図りながら実施するもの 

 

 

２．権利擁護事業 
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４．包括的・継続的ケアマネジメント業務 

(1)地域のケアマネジャー等に対する支援 

管轄エリア内のケアマネジャー、介護関係サービス事業所、地域団体や活動者

など、地域における高齢者支援に携わる存在に対し、相談対応や助言・調整等の

支援を行い、地域の支援体制づくりを進めます。 

○地域の支援者に対する相談支援の件数 

 中央 北 南 西 牛深 東 

ケアマネジャー 
からの相談 

１８３件 ５１件 ３０件 ２６件 ２６件 ４４件 

サービス事業所 
からの相談 

７２件 ６件 ０件 ２６件 ５件 １６件 

地域団体や活動者
からの相談 

１１件 １件 １件 １件 ０件 ３件 

 

(2)地域向けの積極的な啓発活動や企画等について 

介護予防や地域支え合いなどに関する住民向けの啓発活動、高齢者支援に携わ

る関係者や関係機関の連携推進など地域ケア向上に通じる協議や取組みや、地域

向けの取組み、講師依頼等も積極的に行われています。 

○啓発活動等 

年度 中央 北 南 西 牛深 東 

包括支援センタ
ー発の啓発活動 

103 回 
1,320 人 

76 回 
1,203 人 

49 回 
705 人 

78 回 
698 人 

99 回 
1,145 人 

149 回 
1,691 人 

地域からの講師
等依頼への対応 

6 回 
116 人 

45 回 
1,045 人 

33 回 
250 人 

47 回 
581 人 

16 回 
372 人 

20 回 
260 人 
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様式第４号

目標内容 取組の実施結果　(何がどうなった）
下半期に向けて
（工夫、改善点）

対象期間　４月～９月　　

天草中央地域包括支援センターなでしこ　令和7年度上半期事業経過報告書

住民主体の介護予
防活動の活性化

①R6年2月に山の手区自治公民館で介護予防把握事業説明会を
行い、アンケート回収後に実態把握訪問（32件）を行った。7月から
12月までの予定で山の手区自治公民館にて通所型短期集中サー
ビスを実施している。また同時に他地区の通いの場に参加していた
山の手区の住民が中心となり、通いの場「山の手あじさい会」が立
ち上がった。立ち上げ支援・継続支援を行っている。

②介護予防把握事業の前（説明会）・後（報告会）に課題の共有を
行った。

③本町地区の実態把握訪問は、横久保区と下河内区を実施した。
いずれも介護予防の出前講座を行い基本チェックリストを実施。住
民から出前講座の未参加者の情報を得ながら実態把握訪問を行っ
た。その結果、横久保区の公民館では4月から9月までの予定で通
所型短期集中サービスを実施している。また、同地区には通いの場
があるが、サービス終了後もYELLの体操を継続したいとの住民の
意向があり、サロンの立ち上げ準備を行っている。下河内区では8
月末から実態把握訪問を開始した。

④4月に本町地区社協の会議と併せて、地域ケア推進会議を1回開
催。本町地区の現状把握と課題整理（移動・買い物・受診）を行っ
た。その後、課題に対する実態把握を実施し、関係機関との打ち合
わせを3回実施した。

⑤フレイル予防の講話を4か所（内ヒヤリングフレイル1か所）で行っ
た。一体化事業では国保年金課から提示された名簿を確認し、相談
歴等の情報共有を行った。

⑥ケア会議の事例と把握事業に合わせて随時資源マップ作成し
た。
（南地区：16区、北地区：4地区作成済み）

⑦-１）茂木根地区の通いの場代表へ移動販売のチラシの配布・説
明を行った。
⑦-２）TAIYOグループと共同で買い物に関するアンケートを行った。

⑧個別ケースの事例やケア会議の課題を通して、社会資源の情報
を収集。担当ケアマネージャーへ情報提供し、資源のマッチングを
行った。またマッチングにつながらなかったケースにおいても、各関
係機関への働きかけを行い課題の共有が出来た。

⑨通いの場やサロン、移動販売等の集まりの場へ訪問し、状況把
握を行いながら必要時課題解決も行った。また、互助力向上のため
の講話も実施し、継続支援を行った。
前年度に行った中村区の介護予防把握事業の後、本渡北小学校
の地域学校協働活動推進員の協力で、4月に通いの場「中村たのし
い会」が立ち上がったため、後方支援を行った。

⑩本渡北小学校の通いの場訪問支援

⑪介護予防把握事業の報告会や講話時に多世代交流が難しくなっ
ているとの情報はあったが、こちらから情報提供する機会としてはな
かった。

⑫R7年11月にサポーター交流会開催に向け準備を行っている。

①山の手区の把握事業報告会の
際に「ゴミ捨て」の課題が挙がった
ため協議体の開催を検討する。ま
た10月頃より中山口区の介護予
防把握事業で実態把握訪問を行
う。中山口区にはすでに通いの場
があり、その他の集まりの場もあ
るため、実態把握の際にその他
の集まりの場の必要性について
住民のニーズを確認し、必要時協
議する。地域課題を住民と共有す
る。
②①と同様
③下河内区の実態把握を通して
地域課題を抽出し、住民と共有し
て必要時は協議を行う。

④課題に対する協議体の開催準
備を行う。

⑤継続

⑥資源マップ未作成の地区の情
報収集を行い、作成する。

⑦-１）ニーズ把握後必要時マッチ
ングを行う。
⑦-２）アンケート結果を元にニー
ズを把握し今後の事業展開に向
けて検討していく。

⑧継続。情報提供後はマッチング
状況に関して確認を行う。

⑨継続

⑩開催時に通いの場訪問支援行
う。

⑪今釜新町のタウンサイクル・タ
ウンサロン（多世代交流）等の情
報取集を行う。

⑫11月13日開催予定。発表予定
の通いの場を訪問し、交流会の
準備を行う。また未活動の脳いき
いきサポーターの交流会を計画し
ていく。
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将来を予測した自
助互助の生活力向
上

①通いの場にて、移動に関する講話を行った。その中で、免許返納
後の特典の周知も行った。買い物に関しては、周知出来ていない。

②家事の代替え案集を仮作成した。

③ケアマネージャーと中央包括との意見交換会で新規の通いの場
の紹介を行った。またケアマネージャーへ移動販売などのイン
フォーマルサービスの情報発信を行った。
資源の活用に向け各店舗や移動販売の情報収集を行った。

④ほっと安心サポーターに関しては担当者に行政区ごとの依頼内
容のデータ集計を依頼している。

⑤介護予防生活支援部会で介護支援ボランティアに関しての条件
緩和（年齢の引き下げ）について協議を行ったが変更はできないと
の市の回答があった。その他の取り組みとしては出来ていない状
況。

⑥研修会等の開催はできていない。

①今後も通いの場や地域の集ま
りの場へ積極的に参加し、講話の
機会を作っていく。

②今後、天草地域リハビリテー
ション広域支援センターへ相談し
て冊子を作成し、ケアマネー
ジャーやヘルパーと共有する。

③委託居宅へ資源の追加修正が
あった場合メールでお知らせす
る。また通いの場・サロンの情報
誌作成中。

④社協の担当者と連携を図り、地
区ごとの依頼内容を把握してい
く。

⑤今後振興会や地域学校協働活
動推進員など関係機関と検討の
機会を持てるようにする。

⑥市が開催する研修会へ協力す
る。

認知症の支援体制
づくり

①区長会や消防団本渡方面隊、各講話等で包括の周知を実施し
た。

②通いの場1ヶ所で認知症の理解や早期支援の必要性に関する出
前講座を行った。

③認知症部会にて認知症相談センターと包括で免許返納時の支援
について検討し、認知症相談センターが支援を進める方向性となっ
た。

④居宅介護支援事業所へ認知症の方の見守り体制についてのアン
ケートを実施し、R７年7月にケアマネージャーとの意見交換会を開
催した。頂いた意見を、認知症相談センターと認知症部会で検討
し、GPS等の購入助成金の提案を市に行った。また、サービス事業
所への研修会の必要性も訴え、認知症相談センターが実施すること
になった。

⑤認知症カフェの立ち上げを検討している脳いきいきサポーターに
対し、定期的に意思確認や場所の提案を行った。

⑥本渡南民児協へは毎月、本渡北民児協へは3ヵ月に1回参加し、
包括の周知・連携がとれる関係つくりを図っている。

⑦認知症部会を毎月開催し、各機関と連携を図った。

①継続して包括の周知を実施して
いく。

②随時実施していく。

③④は終了

⑤脳いきいきサポーター等と一緒
に検討を継続していく。

⑥民生委員の改選以降に虐待防
止の普及啓発を行っていく。
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様式第４号

目標内容 取組の実施結果　(何がどうなった）
下半期に向けて
（工夫、改善点）

高齢者の地域での
活動の推進と担い
手の発掘や地域で
の見守り強化と孤
立化防止

①地域カフェクローバーを鬼池、二江、ケアハウスかんなにて、５ヶ所で開催。老人
会、通いの場、サロンに参加されている方々や入居者対象にフレイル予防の講話、健
康体操、脳トレなどを行った。まずは二江地区の通いの場の立ち上げ支援にて2ヶ所
で実施。以前より住民からは通いの場が出来ればいいという声が聞かれていたが、
リーダーのなり手がなく立ち上がることはなかった。クローバーを実施することで地域
での盛り上がりが見られ、その地区の区長さんや老人会の会長などが声をあげてくだ
さり立ち上げることが出来た。鬼池地区では以前より通いの場の立ち上げ支援を老人
会に働きかけていた。超高齢化で、公民館までも来れない高齢者も多く、唯一交流の
場である老人会でのクローバー開催で立ち上げ支援を行ったがリーダーのなり手がな
く立ち上がりが出来なかった。
②介護予防把握事業によりフレイル状態にある人を短期集中サービスに繋げ機能回
復させ、城河原地区の卒業生を通いの場の立ち上げにつなげることが出来た。短期
集中サービスにより機能回復したことで今後も継続したいという強い思いがあられ、卒
業生の方たちを中心に、地域住民にも声掛けをされ、通いの場が立ち上がった。
③今年度手野地区に関してはAリスト３名Bリスト３１名で、短期集中に繋げた人は２名
だった。思うように訪問に行けず、長引いてしまったが、比較的活動を多くされている
方が多く、地域の担い手と繋げられるよう、座談会で意識づけをしていきたい。鬼池地
区対象者240名にお元気チェックを発送しAリスト３名　Ｂリスト５４名で今回の該当者
は口腔で該当されている方が多く、運動機能の低下は 少なかった。Ａリスト対象者に
関してはすでに家族から相談があり、介護保険の申請を行った人や民生委員からの
情報があり、包括が関わっている人もおられた。地域の方からの情報把握により早め
に状態把握を行いサービスに繋げられた。地域の方からの情報が早期発見早期把握
につながることで早めの対応が出来ると思った。
④手野地区の７０歳のライフスタイルは介護予防把握事業が思うように進まず、実施
できなかった。下半期に計画をたて実施予定。
⑤城河原地区の地域座談会を行うにあたり、実施日がなかなか決定できず、稲刈り終
了後の下半期に実施していく。
⑥手野地区の健康スポーツフェスタに参加し、健康増進課と協働し生活習慣病の予
防に向けた健康教育や健診データーの結果をもとに課題が上がっている高血圧やア
ルコールなどの予防についてポスター、チラシ作成、減塩に向けての食事指導などを
実施。毎日のアルコールの量などでどれくらいの影響があるのかなどを実際自分で確
認出来てどういうところを注意すればいいか等知ることが出来たという声が聞かれた。
ポスターを眺められる方も多く、興味関心が持たれ意識づけが出来たと思う。

①マンネリ化した通いの場での活
動に刺激を与え、活動意欲を持っ
てもらうために地域カフェクロー
バーを開催していく。下半期では
通いの場同窓会などで通いの場
での活動の新たな情報を得る機
会もあるため参加していただき、
活動意欲が高まればと思う。
②介護予防把握事業を下半期鬼
池地区で実施。リスト該当者への
訪問と短期集中サービスへとつな
ぎ機能回復を目指し地域に戻す
取り組みを行っていく。
③介護予防把握事業により、手
野地区の非該当の方で活動をさ
れている方を対象に７０歳のライ
フスタイルと題して、座談会を開
催予定。担い手となられる方々に
地域での課題や何が出来るか等
意見交換を行ってもらう。
④城河原地区での座談会を実施
し、地域での課題について意見交
換を行う。
⑤佐伊津地区でのふるさと祭り、
鬼池地区での天神山ウォークラ
リーでの地域の方への生活習慣
病の予防啓発を地域に出向き相
談を受けながら啓発活動を行う。

認知症予防の推進
と認知症の悪化や
虐待への関連把握
と早期発見

①地域の通いの場や老人会に向けて、認知症出前講座を開催。介護予防の一環とし
て住民の方に認知症の方の理解・対応の方法を深めてもらえるよう参加していただい
た。７０代～９０代の女性中心が集まられた。川畑先生の楽しい講話で楽しく理解され
たものと思われる。
②認知症フォーラムを来年２月に開催予定の佐伊津地区には区長会に参加させてい
ただき、認知症フォーラムの周知を行った。ぜひとも開催してほしいという声も聞か
れ、地域住民への啓発のお願いも行った。
③通いの場や、老人会などに、脳いきサポーターさんを依頼し地域支えあい推進員と
一緒に活動をしてもらった。意欲的な脳いきサポーターさんであったため、包括主催の
地域カフェクローバーにも参加され、今後の地域の担い手として大きな存在でありそう
いう方が増えていけばいいなと思った。
④虐待防止や理解に関しての普及啓発は実施できていないが、１２月の民生委員の
総会時に毎年説明を行っている。それ以外でも地域団体や、老人会などにも虐待の
防止や理解について普及啓発は行っていく予定。

①②認知症に関しては来年2月に
佐伊津地区で認知症フォーラム
開催予定。その際、社会福祉協
議会と協働し見守り模擬訓練の
実施も行う。

③地域で活動してくださる脳いき
さんにはポイントの検討や楽しみ
を得られるような活動を提案して
いきたい。

④民生委員の総会時に虐待防止
や理解を深めるための普及啓発
を行う。

対象期間　４月～９月　　

天草北地域包括支援センター　令和7年度上半期事業経過報告書
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自立支援に向けた
社会資源のマッチン
グと多職種連携に
よる支援体制の構
築

①ケアマネジメントの自立支援の為の社会資源の活用の勉強会として、委託居宅介
護支援事業所のケアマネと,五和西地区（二江）の民生委員との事例を通した意見交
換会を実施。活発な意見が聞かれ、互いに顔見知りの関係が出来、名刺交換などもさ
れた。ケアマネからは定期的な民生委員さんとの交流は行いたいという声が聞かれ
た。毎月の定例会に参加できないかなどの話がＣＭからは出ていたが、民生委員から
は社協の主催でもあるため、今後検討が必要という。

②個別の地域ケア会議はなかったが、虐待関連で、孫からの虐待と精神の母親、虐
待を孫から受けた祖父の事例を重層的支援体制整備事業により、多職種をお呼び
し、社協さん主催にて会議を開催。それぞれの役割と安全な生活状況の確認を行った
ことで、今後類似のケースがあった場合、支援体制の基盤作りが出来た。

①他の地域でも民生委員より、ケ
アマネとの情報交換を行いたいと
いう声が聞かれている。今後地域
の声を聞きながら計画していく。
又民生委員の定例会議へＣＭが
入るのは社協へ提案し検討しても
らう。

②対象者のその後の観察とＣＭ
のフォローを行い、必要時は情報
共有を行い会議開催も出来るよう
体制を整える。

③脳いきサポーターや、わがまち
サポーター、シルバーヘルパーと
委託居宅のＣＭとの意見交換や、
事例を用いた検討会の実施を予
定している。これより脳いきさんの
活動の幅が広がり、ＣＭさんのプ
ランの充実につながる

④地域住民やＣＭを対象に生活
習慣病の予防の観点から専門医
からの健康講話を行い、慢性肝
疾患や高血圧、糖尿病などの疾
患管理などの話をしてもらうい予
防普及啓発を実施する予定。
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様式第４号

目標内容 取組の実施結果　(何がどうなった）
下半期に向けて
（工夫、改善点）

地域住民、関係機
関から信頼される地
域包括支援セン
ター運営に取り組
む。

①出前講座、地域イベントのブース設置、広報誌発行などを活用
し、包括支援センターの周知活動に努め、早期相談、重度化防止に
取り組む。また、アウトリーチを積極的に行い、前期高齢者へ相談窓
口、フレイル予防などの周知活動に努める。
②各種連絡会、職員研修、多職種協働による研修会の企画、開催、
参加を通じて包括支援センター職員の資質向上を図る。
③地域協力者である民生委員と、連携強化を目的とした研修会を実
施する。

【取組の実施結果】
→①出前講座（計15回・151人参加）実施、宮地岳町と楠浦町の夏
祭りに包括ブースを出店し、来場者（約170名程度）に包括の連絡先
配布と脳トレパズル体験を通じて包括支援センターの周知活動に努
めた。また介護予防把握事業では、52名のアウトリーチ等訪問を実
施し、早期相談や重症化予防に取り組んだ。また訪問した対象者へ
研修会（ファイナンシャルプランナーから人生計画について）を企画・
開催し、周知活動に努めた。また広報誌を１回発行し、関係機関へ
配布する。
→②研修会に参加（計13回）、職場内研修（総合相談、苦情等の処
理等）を実施し、職員の資質向上に取り組んだ。
→③6月の本渡西民児協定例会にて総合相談における連携につい
て研修会を開催し連携体制の構築に努めた。

①の工夫
６５歳以下の世代に普及啓発出
来る場面を検討する必要があると
前年度の反省で挙がったため、今
年度夏祭りなどより多くの地域イ
ベントに参加することで改善出来
た。
→亀場町、枦宇土町のふるさと祭
り（１１月開催予定）に包括支援セ
ンターのブースを設置し、多世代
への普及啓発活動を図る。
①の改善
介護予防把握事業にて訪問した
対象者向けに研修会を企画・開催
したが参加者が少なかった。
→興味関心のあるテーマを協議
し、再度研修会を企画・開催し、取
り組み効果の検証を図る。

②概ね実施出来ている。今後も職
員の資質向上に向け取り組む。

③の工夫
民生委員を含む関係機関との連
携強化を図る。
→12月の民生委員改選後、民生
委員、居宅介護支援事業所、包
括支援センター合同で連携強化を
目的とした研修会を企画・開催を
予定する。

対象期間　４月～９月　　

天草南地域包括支援センターうぐいす　令和7年度上半期事業経過報告書
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厚みのある地域力
を目指し、関係者と
のネットワーク構築
に努める。

①地区振興会と協同し、要援護者避難台帳の見直し作業、住民同
士の意見交換、専門職種も交えた意見交換を実施し、高齢になって
も安心して生活が送れる地域像について共有を図る。
②新和町（平地区、棒の鶴地区）の地域課題に対し、あおさの会の
活動を通じて、将来を見据えた地域の取組みを明確化していく。
③当事者同士の集まり（独居高齢者、介護家族、通いの場リーダー
など）を通じて、孤立化防止や多様な集まりの場の創出に取り組む。
④意欲的な脳いきいきサポーターと定期的に意見交換を行い、活動
促進や高齢者とのマッチングを図る。

【取組の実施結果】
→①枦宇土町、宮地岳町、楠浦町、亀場町２地区、新和町大多尾地
区において、避難行動要支援者名簿刷新作業に参加。区長、民生
委員、社会福祉協議会、包括職員が互助、共助が必要な支援者の
把握と情報共有に努めた（前年度より1エリア追加）。
枦宇土町では、地区振興会、区長、ヘルパー事業所、主任ケアマネ
ジャー、包括支援センターが集り、生活支援や互助に関する勉強会
及び、意見交換会を実施した。
亀場町では、地区社協防災研修を企画・開催し、災害発生時の自
助・共助について学び、実技を通して知識や技術を習得する機会を
設けることが出来た。
→②新和町の平地区、棒の鶴地区の地域関係者とあおさの会メン
バーで地域課題の協議を実施（昨年度と合わせ計３回）。平地区で
は魅力ある地区イベントの検討、棒の鶴地区では来年度認知症の
研修会を開催予定。
→③独居高齢者の集いを開催（１回）。
→④意欲的な脳いきいきサポーターとの意見交換※地域の未来を
考える会を計4回開催し、10月以降に対象ケースへ個別訪問予定。

①は概ね実施出来ている。今後も
継続して事業展開できるよう関係
機関へ次年度計画時に提案予
定。

②の改善点
住民の方から地域の課題を吸い
上げる際、関係機関では解決でき
ない課題や行政に頼る発言が多く
なる傾向にあった。
→新和地域全体の課題について
あおさの会で協議・課題解決に向
けての協議を実施。個別課題は
住民参加型の協議体を立ち上げ
て検討していく。

③の工夫
→集いの場リーダー交流会は今
年度中止。困り事のある団体に直
接アプローチする、出前講座時に
各団体のニーズを聞き取りし、次
年度の計画に反映する。

④の工夫
活動意欲の高いサポーターの人
数を増やし、活動内容を多様化す
る必要がある。

介護保険の供給状
況に左右されずに、
生活継続ができる
体制づくりに取り組
む。

①本人の‘ありたい姿’に沿った支援が出来るために、興味関心
シートなどツールの活用、インテーク力の向上及び、包括内地域ケ
ア会議にて包括支援センター職員間で自立支援の方向性を共有す
る。
②南包括管内の居宅介護支援事業所を含む関係機関で、高齢者の
自己実現に向けた助言、意見交換が実施できる会議の運用を目指
す。
③自立支援の方向性や取り組みをアップデートし、多様な選択肢を
提案できる。

【取組の実施結果】
→①包括内地域ケア会議（計6回・7ケース）開催。介護保険サービ
ス以外の社会資源の活用について検討する。
→②7月、南包括管内の居宅介護支援事業所との意見交換会を開
催。他事業所のケアマネと意見交換する場を設けることで新たな視
点や価値観を発見でき、通常業務の対応の解決策の糸口を見つけ
ることや、他事業所と相談できる関係構築に取り組むことができた。
→③日向市の地域ケア会議にオンラインで参加し、他市町村の取り
組みについて学習する。
地域貢献を考える企業へ、買い物支援に関するヘルパー事業所の
現状を共有する（事前にヘルパー事業所へアンケート調査実施）。

①②は概ね実施出来ている。今
後も継続して事業展開する。

③今後も引き続き職員の資質向
上に取り組む。また必要時、企業
等と意見交換する機会を設けてい
く。
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様式第４号

目標内容 取組の実施結果　(何がどうなった）
下半期に向けて
（工夫、改善点）

天草町福連木地区
の把握により、地域
課題の抽出や解決
策の協議を、地域
のキーパーソンとと
もにできる。

 ①地域で抽出された課題を現在整理・集約しているところであり、今
後、地区振興会や民生委員、区長など地域のキーパーソンと協議を
行う予定である。

 ②高齢者の生活状況や移動手段等のニーズ把握を行った結果、近
隣に家族や親戚が居住し、支援を受けながら生活している高齢者が
多いことが分かった。高齢になっても自家用車の運転や宅配サービ
スを利用している方も多くみられるが、今後の加齢に伴い、買い物
や通院などの移動手段に不安を抱える高齢者が多いことか分かっ
た。

 ③虚弱高齢者の分布状況や地域の社会資源を地図上に整理し、関
係団体と情報を共有することで、地域課題の可視化と支援体制の把
握につなげる目的で地区振興会の協力を得て、天草町福連木地区
における地域情報のマップ化を実施した。

①地域課題の整理段階から関係
団体との情報共有を行い、共通認
識を持ちながら進める。
②高齢者の移動手段に関する不
安に対しては、移動支援ボラン
ティアや送迎体制の整備など、地
域内での助け合いの仕組みづくり
を検討する。今後は、把握した
ニーズを基に、持続可能な生活支
援体制の構築に向けた具体的な
取組を関係団体と考えていく。
③地域情報マップを活用し、関係
機関や団体間で情報共有を進め
ることで、支援の重複防止や見守
り体制の強化を図る。

対象期間　４月～９月　　

天草西地域包括支援センターさざんか　令和7年度上半期事業経過報告書

地域住民と協働し、
高齢者が必要な支
援につながりやす
い体制づくりができ
る。

 ①地区振興会や通いの場、サロン等を訪問し、地域課題の共有を
行った。通所型フレイル予防サービス廃止後も、地域住民が主体と
なって活動を継続できるよう、新たな住民主体サービスの立ち上げ
準備を進めている。あわせて、移動や活動支援を行う担い手の発掘
にも取り組み、地域の多様な人材とのつながりづくりを推進した。ま
た、店舗がなく買い物が困難な河浦地域においては、移動販売車と
のマッチングを実施し、高齢者が自ら買い物を行える環境を整備し
た。これにより、買い物の利便性が向上するとともに、販売車周辺が
住民同士の交流の場としても活用されている。さらに、脳血管疾患
により半身麻痺となり閉じこもり傾向にあった住民に対しては、地区
振興会所有のeスポーツ機器の活用を提案し、家族での実施につな
がったことで閉じこもり予防の一助となっている。認知症の方につい
ては、将棋相手を老人会長に依頼し、継続的な交流の機会を確保
することができた。加えて、温泉バスを活用し、隣町の住民が温泉や
食事、買い物を楽しめるよう支援を行うなど、地域内外のつながりづ
くりと担い手の発掘を進めることができた。

 ②年度当初に地域学校協働活動推進員と面会を行い、多世代交流
の場の創出について意見交換を行った。交流の機会の具体化には
至っていないものの、今後の連携に向けた関係構築を図ることがで
きた。また、こども民生委員委嘱式の際には、認知症出前講座を開
催し、認知症への理解促進や対応方法の周知、地域包括支援セン
ターの役割について情報提供を行った。これにより、地域における
認知症支援の意識啓発ができた。

 ③上半期においては、「徘徊者模擬訓練」の実施には至っていな
い。現在、関係機関と連携しながら12月の開催に向けて準備を進め
ており、認知症高齢者と家族を地域で支える体制づくりを目的とした
訓練内容の検討を行っている。

 ①発掘した人材が無理なく関われ
る仕組みづくりを行い、地域住民
主体による活動が継続できるよう
な支援が必要である。また、移動
販売車や温泉バスなどの地域資
源を活用した取組を継続するとと
もに、参加者同士の交流促進や
健康づくりの視点を加えた新たな
展開を検討する。特に、買い物や
交流の場が高齢者の見守り機能
も果たすよう、関係機関や団体と
の連携を強化していく。さらに、e
スポーツや趣味活動など、個別支
援の取組を地域全体のモデルとし
て広げるため、成功事例の共有
や情報発信を行い、地域全体で
の支え合い体制の充実を図る。

 ②多世代交流の機会について
は、地域学校協働活動推進員と
の協議を行ったものの、具体的な
取組には至らなかった為、下半期
で学校行事や地域活動のスケ
ジュール調整、関係者間の役割
分担など、実施に向けた調整を
行っていく。

 ③訓練の実施に向けて、関係機
関や地域住民との調整を早期に
開始し、役割分担や情報共有を
明確化する。また、実施後は参加
者アンケートや振り返り会を通じ
て意見を収集し、次回以降の内容
改善や参加促進につなげる。さら
に、認知症出前講座や地域行事
など他の取組とも連携し、訓練を
単発で終わらせず、継続的な地域
啓発活動へと発展させていく。
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高齢者を支える関
係機関と地域特性
を共有し連携するこ
とで、切れ目のない
支援体制を構築す
る。

①地域ケア会議では、個別支援にとどまらず「地域課題」を意識した
議論を行うよう工夫した。その結果、参加者から地域の実情や課
題、活用できる資源、今後の取組に関する意見やアイデアの発言が
増えた。「西ブロック主任介護支援専門員連絡会」との課題共有は
現時点では実施できていない。
②虐待ケースへの対応にあたり、警察、消防署、医療機関、介護保
険事業所、あまくさ生活相談支援センター、女性相談員、障がい者
支援センターなど、多職種・多機関との連携を図った。各機関で役割
分担を行うことで相談窓口の拡大につながり、迅速かつ的確な対応
が可能となった。また、警察関係者と情報を共有することにより、認
知症高齢者や障がいのある高齢者への理解が深まり、対応がより
スムーズになった。さらに、介護サービスに繋がらない困難事例に
対しても、関係機関と協働して見守り体制を強化することができた。
③地域の商店、温泉施設、農協、郵便局、警察、消防署など計135ヶ
所に地域包括支援センターのチラシを設置し、周知・啓発を行った。
チラシを手に取る住民は多くないものの、幅広い場所で目に触れる
機会を確保できたことで、地域への周知効果が期待できる取り組み
となった。

 ①「西ブロック主任介護支援専門
員連絡会」と地域課題の共有を定
例化し、地域全体での課題解決に
向けた協働体制を強化する。西ブ
ロック主任介護支援専門員連絡
会や地域ケア会議の場で、セン
ターが把握した地域課題や支援
事例を紹介する。

 ②虐待ケース発生時には、警察、
消防署、医療機関、生活相談支
援センターなど関係機関との迅速
な連携が図れるよう、連絡体制の
一覧表を整備する。定例的な情報
交換会を通じて平常時から課題を
共有できる仕組みづくりが必要で
ある。また、消防団や民生委員、
自治会など地域の見守り資源と
の連携を拡充し、地域全体で支援
できる体制の構築を目指す。

 ③チラシを持ち帰る住民は少な
く、関心を持ってもらうためにデザ
インや内容の見直しが今後の課
題である。文字やレイアウトを見
やすく改善し、相談事例や身近な
テーマを取り入れる。
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様式第４号

目標内容 取組の実施結果　(何がどうなった）
下半期に向けて
（工夫、改善点）

介護が必要になる
状態を防ぐ。要介
護状態になっても
悪化を防ぎ、地域
での充実した在宅
生活が送れる体
制づくり

①久玉地区にて介護予防把握事業を実施し、対象年齢の方々の趣
味活動や生活状況の把握ができた。また介護予防の必要な対象者
を短期集中リハ事業に繋げることができた。久玉地区の対象地区
に関しては商店や病院等身近にあるため現時点での不安の訴えが
少ないことが把握できた。
②高齢者の居場所づくりのための情報収集を行い、サテライト施設
うしぶかにて男性の運動教室を立ち上げることができ、現在１２，３
名の方が参加されている。
将棋ができる場の相談があり、働きかけを行ったが、場所の立ち上
げまでには至らなかった。
③民生委員や老人会との情報共有にて、地区の困りごとがある高
齢者への訪問を行い、インフォーマルサービスや介護保険申請に
繋げることができた。シルバーボランティアに見守りのポイント等講
習を行ったり、シルバーボランティアとしての活動内容の把握ができ
た。
④国保年金課と情報共有を行い、一体的事業において保険事業と
連動し５か所にて介護予防の普及啓発を行い、予防の重要を伝え
ることができた。
⑤各通いの場やサロンにて介護保険や介護予防に関する出前講
座を９回開催し普及啓発を行った。
⑥深海地区にて地区代表、駐在所、ケアマネにも参加して貰い、課
題検討報告会後のケア推進会議を行った。地域の方々が考えてい
る地域づくりや支援者の把握ができた。また、新たに検討が必要な
方の把握ができ、ケース会議を開催した。

①②久玉地区の短期集中リハが
終了するまでに地域の交流の場
へ参加されるように働きかけを行
う。天附地区の把握事業で地域
の状況を把握し、必要な方は短
期集中リハに繋げる。

③今後も民生委員定例会や老人
会にて高齢者の終活におけるポ
イントの説明を行う。それに関す
る相談窓口の周知を行う。

④下半期であと１か所連動し予防
の重要性を伝える。

⑤出前講座をしていない地区や
団体に出向き普及啓発を継続し
て行く。
⑥課題の１つである、見守り体制
がない地区に民生委員と共同し、
見守り体制づくりを構築する。

地域住民や医療・
福祉における専門
職との支援体制づ
くり

①総合相談を通して関係機関と連携を図ったり、会議を開催し情報
共有を行った。

②③通いの場やサロンへの訪問の際に、支え合いの必要性を啓発
した。またわがまちサポーター座談会を通して、実働できるサポー
ターの担い手の把握を行い、サポーターの拡充に繋がった。名簿の
作成を行った。

④広報誌の編集までは行ったが、配布までができていない。

⑤医療機関と連携を図り、介護申請やサービスの提供ができた。最
近は市外からの連携も増加している。
地域のPTや通所スタッフと退院時のリハに関する連携シートを検討
中。

①今後も随時連携し情報共有を
行う。

②③名簿等の社会資源をCMの
必要時に情報提供する。

④準備ができ次第配布を行う。今
まで依頼していない場所に広報
誌の設置依頼を行う。下半期でも
１部作成配布予定。

⑤今後も連携し、切れ目ない支援
を行う。
リハに関する連携シートを作成
し、退院後のサービスをスムーズ
に繋げられるようにする。

認知症が進行して
からの相談が多く
みられる。予防の
段階で相談できる
体制づくり

①随時警察や認知症相談センターと連携を図り情報共有を行った。
必要時には訪問し実態把握を行った。

②婦人会、消防団に対しての認知症の出前講座を開催することが
できていない。現在、各地区のJA女性部へ出前講座の依頼を行
い、１か所は決定している。

③CMからの相談に対し、ケース会議を開催し検討することができ
た。同行訪問対応を行った。CMからの相談も増加している。

④認知症相談室に実施協力を行ったが、相談に来られるケースが
少ない状況である。
相談したCMから直接報告もあり連携できた。

⑤小学校２校、中学校１校で認知症サポータ養成講座を開催し、認
知症の高齢者への声掛け方、対応の仕方を学んで貰い、小中学生
８５名が認知症サポーターとなった。

①今後も継続し、必要時には情
報共有を行う。

②現在声掛けをしている場所の
出前講座を開催する。

③今後も、相談があった場合は同
行訪問やケース会議を開催し、困
難ケースの解決に向けて共同し
て対応する。

④今後も共同し、関連するケース
がある時は実施協力を行う。認知
症相談室の周知を行う。

⑤中学校１校が１１/２７に開催予
定。今後も依頼があった場合は随
時開催していく。

対象期間　４月～９月　　

天草牛深地域包括支援センターすいせん　令和７年度上半期事業経過報告書
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様式第４号

目標内容 取組の実施結果　(何がどうなった）
下半期に向けて
（工夫、改善点）

天草東地域包括支援センターあじさい　令和７年度上半期事業経過報告書

対象期間　４月～９月　　

1）早期相談の体制づくり
・地域包括支援センターの役割や相談窓口の周知
　（各地域ネットワーク座談会、老人会役員会、地区振興会、出前講座等）
・広報誌「あじさいだより」配布
・介護予防把握事業での個別訪問（有明：楠甫地区）
⇒AリストBリスト該当者、未回答者を訪問し、生活状況や社会参加に関する
情報収集を行った。フレイルの早期発見から通所型短期集中サービスにつ
なぐことができ、住民の介護予防の意識付けができた。また地域活動や興味
関心についても聴取できた。
・民生委員不在地域の状況把握
⇒前民生委員児童委員や区長、一部地域住民より情報収集したが、具体的
な困りごとを聞くことができなかった。（下浦：外園、湯貫、柿塚地区）
⇒区長及び前区長より情報収集したが、具体的な困りごとを聞くことができな
かった。（栖本：山浦地区）
・栖本こころプロジェクト班参画
⇒栖本敬老会にて詐欺被害への注意喚起及び相談窓口の周知ができた。
・行政、社協各支所と生活支援体制整備事業に係る意見交換会実施
⇒包括の取組みについて情報共有を行い、助言や協力を依頼した。
（有明）サービスの選択肢が縮小している楠甫地域に対する取組みについて
相談。結果地区振興会担当者への相談の提案を受け、役員会にて地域へ
の発信の場を提供いただいた。
（御所浦）横浦島の移動に関する協議への参画について確認。
（倉岳）わがまちサポーター座談会を開催し地域の見守り継続の必要性など
再確認を行った。今後も新たな活動について意見交換を行うこととなった。
（栖本）シニアカー乗り方教室の開催について意見交換。高齢者等へのアン
ケート調査の結果をもって開催を検討する事となり、民生委員児童委員を通
して調査実施。

・介護予防把握事業の回答から
地域の活動や興味関心をまとめ、
情報収集を進める。

・民生委員不在地域の70歳以上
の高齢者宅を戸別訪問予定。
（下浦：外園、湯貫、柿塚地区）
・12月より民生委員就任予定に
て、同行訪問予定。実態把握を行
う（御所浦：長浦地区、栖本：山浦
地区）
・栖本こころプロジェクトにて栖本
福祉ガイド発行に向けての協議を
進める。

・11月頃にシニアカー乗り方教室
アンケート結果報告と今後の方向
性について協議予定（栖本）。

3）関係機関との連携強化
・天草東地域障がい者支援センターと協働し、東圏域に担当ケースのある相
談支援専門員と東圏域居宅介護支援事業所の介護支援専門員との意見交
換会を開催。
⇒定期的な意見交換の機会により、利用者やその家族で障がいと思われる
方の相談、連携が図りやすくなった。
・天草在宅医療介護連携推進（ACT）会議への参画。
⇒令和6年度倉岳栖本地域メンバーで「クラスの会」を立ち上げ、定期的に勉
強会実施。5月の勉強会では、包括支援センターの役割や地域課題につい
て周知行った。
＊参加者については、「クラスの会」メンバーより栖本・倉岳地域の歯科、病
院、介護保険事業所に声掛けを行った。

・高齢者の終活におけるポイント
のチラシ活用を居宅事業所、社会
福祉協議会支所等相談窓口へ周
知。

・継続支援を行う。
2）介護支援専門員の各種制度理解と適切な活用の促進
・介護支援専門員への各種制度の情報提供
⇒居宅対象の自立支援型地域ケア会議、東ブロック主任介護支援専門員連
携会議及び個別相談に対して助言、各種制度の情報提供を行った。
・天草主任介護支援専門員連絡会及び東ブロック主任介護支援専門員連携
会議への後方支援
⇒天草主任介護支援専門員連絡会では、主としてBCP班の研修会に向けた
会議及び研修会開催スタッフ協力を行った。また、東ブロック主任介護支援
専門員連携会議では、開催調整及び場所の提供を行った。困難ケースにつ
いての対応方法の検討や制度に関する情報共有を行い、相談できる関係づ
くりにつながった。

１．早期相談と適
切な対応に向け
た連携やフォロー
体制の強化がで
きる
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３．
認知症の支援体
制の強化ができ
る

1）地域住民や関係機関と連携した個別ケースに応じた見守り体制の構築
・介護支援専門員への後方支援
⇒困難ケースの相談対応、同行訪問を随時実施。個別版ケア会議開催（1
件）。
・事業所より職員向けに認知症サポーター養成講座の相談あり、認知症相
談センターにつないだ。
・認知症の理解・対応に関する出前講座実施（倉岳3件、栖本2件）
・かかりつけ医、認知症専門医への相談を適宜行った。
・認知症相談センターと支援ケースについて適宜情報共有を行った。また、
家族支援に関する案内や開催協力を行った。
・御所浦地区振興会福祉部会との座談会
⇒認知症等地域の高齢者に関する現状を伝え、課題に対する意見交換を
行った。地域での見守り体制が必要であるとの理解を得ることができた。

・地域住民に向けて認知症に関す
る出前講座や相談窓口の周知、
情報提供を継続。

・地域住民、企業向けに認知症に
関する講座開催に向けて調整を
進める。

・見守り模擬訓練にて相談窓口の
周知（御所浦：長浦地区）

２．住民の介護予
防の意識向上が
できる

・介護予防に関する出前講座実施
予定（倉岳5件、栖本2件）
・地区振興会と連携した体力測定
及び出前講座開催（有明：大浦地
区11月予定）
・高齢者の保健事業と介護予防の
一体的な実施 講話開催予定（倉
岳12月、栖本10月）

1）自助意識の向上
・介護予防に関する出前講座実施（フレイル、転倒、認知症予防）
　（本渡東4件、御所浦1件、有明5件、倉岳１件、栖本4件）
・地区振興会と連携した体力測定及び出前講座開催に向けた協議実施
　（有明：大浦地区）
・一体化事業講話開催協力（本渡東、有明、御所浦）
⇒地域住民の健康意識向上につながった。また、御所浦では「いさな館」へ
の参加者増にもなった。
・一体化事業ハイリスクアプローチに関する情報共有
⇒受診勧奨等実施や訪問時の聞き取りの状況について報告受ける。必要
時、包括が訪問を行うことを確認した。

・一体化事業にて口腔機能に関す
る地域のリーダー、ボランティア向
け講話の開催予定（栖本）
・通いの場交流会開催予定（御所
浦11月、栖本12月）
・地域密着型事業所との意見交換
調整（本渡東）

2）地域の介護予防活動の活性化
・一体化事業の講話について協議
⇒口腔に関する事業の先行地域である栖本は講話内容を、集まりの場の
リーダーやボランティア向けに変更し、実施することとなった。

5）地域の支え合いの意識の向上
・脳いきいきサポーター座談会開催（本渡東：志柿、下浦）
　⇒サポーターそれぞれの活動状況やお互いの情報交換ができたことで、今
後の活動意欲につながる機会となった。
・わがまちサポーター座談会開催（倉岳）
　⇒サポーター間で地域住民の困りごとについて状況把握し、各地区ごとに
今後の取り組みについて話し合った。
・地区振興会、役員会にて地域の現状と今後について説明（有明：楠甫）
　⇒現状と課題についての理解は得られたが、移動に関する協議体の立ち
上げには至らなかった。

・地域の催事にて支え合いの啓
発。（有明：大浦ふれあいまつり、
倉岳：くらたけふるさとまつり、栖
本：栖本冬物語）
・地区老人会にてわがまちサポー
ターの後方支援を行う。（倉岳：宮
田4区・５区）
・栖本地域を考える座談会開催。
・サロンや通いの場等へ個別で聞
き取りを行う。（有明）

4）介護支援専門員と地域住民の関係づくり
・介護支援専門員と民生委員児童委員との座談会の開催　（倉岳）
 ⇒センターが委託契約をしている居宅介護支援事業所へ参加声掛け。ワー
ルドカフェ方式を取り入れたことで、参加者全員との意見交換ができた。
・地域のボランティアと介護支援専門員との意見交換会の開催（御所浦：御
所浦島・横浦島）

・介護支援専門員と民生児童委員
との意見交換会開催予定（御所
浦）

・専門職向けの社会資源情報
シート発行予定

3）介護支援専門員と地域支え合い推進員の連携強化
・地域支え合い推進員が東ブロック主任介護支援専門員連携会議に参加。
相談、連携しやすい関係づくりに努めた。
⇒介護支援専門員からの相談に対し、社会資源のマッチング（倉岳1件、栖
本1件）
・社会資源情報シート発行に向け訪問による情報更新を行った。
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